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和歌山県(市)域における
消費市場構造・消費者行動について
一 平成10年度Bプロジ ヱク卜研究の中間報告 ー
チーフ |鳩 山 積
(和歌山社会経済研究所)
平成9年度の和歌山地戚経済研究機構の研究では、 八、 Bプロジェタトとも 「製造浜」 を
取り上げ、 それぞれ、 和歌山の製造業の特性であるとか、 環境変化に立ち向かう経常戦略等
について研'先した。
平成10年度は、昨年度のA、βプ11ジェグ トの研究テーマをふまえながら、和歌11県経済
の持つ特性を |純済侃加のよ也峨的な特性|という形で把出していこうという法本的なU棋を
持ちなが ら、「和歌山市の削賀川浩|に照明を合わせ、 こ れの研究にJI~ り 組む ことにした。
n本経済は良則にわたり不況から脱することができないでいる。 GDP(同|人l総生施)の約
6訓を山める例人消針の緋ち込みがその大主な似凶の一つであると廿われている。
社会の成熱化が本格的になるに伴い、消7!tの多様化・{間性化が進む-)jで、所仰のや11び悩み
を反映 し、消費低迷がここ 10年以 I"': ，w~いて来た。特に最近では、{þ:染収益の感化により、 n
上げゼロの状態があ"e"、ており、ボーナスも多くの企業で減少がみられる。 株価の下端・低迷、
不動虚fi而絡の下落等による逝資斑効果、加えて、従栄日の角平岡、 ]uH日w釣の必化、さらには
年令IlIJ叫がある。将来の年令額の切り下りぺ支給年附の先延ばしなど、消~~者にと っ て不安
な材料ばかりである。 このような状況ドでは積械的な消凶行動は期待できない。 和|人前自に
14史的に抜している小先決やサー ピ/-.;佐では、l販売仙i格の低 Fもあって、5'cIニ減少もしくは
作怖を余俄なくされている。
和歌山県、17における小売染も例外ではなく 、'It同以 hの低迷の状態にある。 和敬山県の
県内総'!;.p去に占める節二次沌巣の比耶は令:I ti1)j( 1Vlに比べかなり少ないといえる。
さて、和歌山市の商業の附に移りたい。
和歌111市は、占く から和歌山県の以都として発遺してきた。 昭事1]40年代頃までは、 和歌山
市の川辺市町村の商業は発展しておらず、p.い|口|り品を中心に、人々は和歌11市へやってき
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て、民い物や娯~を楽しんだものである。当時の和歌山市の尚柴は和歌山県内全域はも bろ
ん、大阪府市部までを商閣としていた。また、商業だけでなく金融機関をはじめ多くのサー
ビス柴でも問機な傾向が見られた。和歌山diは人々を集める機能と魅力、保有1としてのステ
ータユを持ち什わせていたのである。和歌山 1'・は文'J:通り広域的な経済、文化の中心地であ
った。
和歌山市内にまだスーパーマーケッ トが数少ない則、 スーパーの広作チラシがNd辺市町村
にも広域に配布され、スーパーの商聞も非常に広いものがあった。 しかし、その後周辺djl町
村にスーパーマーケットができ、またショッピングセンターもIlimする事態となり、さらに
尚辿道路が開通したことによ り、 和歌山市の周辺山町村の住民は和歌山を越え、または反対
ノ1向に、大|坂までy'lい物に行くことも多くなったと宵われている。また、消'J.U行!ubの多様化 ・
個性化の進展は、和歌山市民を大阪など市外での購口行動に向かわせた。 これに作い、和歌
11 d1の陶聞は鮒小し、和歌山市商業は全体的に低迷傾向を続けている。さらには、ディスカ
ウン トj苫やコンビ二部の新銀般の川瓜もあり 、占 くからあった和歌山diの多くの問問街停で
は口い物執:は激減し、 ぶらくり丁に代点される中心di街地の宅削化がsI速され、今日に唱っ
ている。
これまで述べてきた和歌山di商業の尚聞の佐避については、 IHJ迎いのないものである。し
かし、一部きわめて感覚的なものであると廿わざるを得ない。というのは、これまで、 和歌
山rliの消費の流入 ・流出の実態について閥査したものが紙L、からである。
-)J、和歌山県経済の根本的な問題として、県内における「民間消貨の低さ」、「的資意欲
の庄倒的低さ(いわゆる限界消質性向の低さ)1が指摘されている。(※「和歌山以における
ベンチャービジネス創出の諸条件に|児する研究」平成9年 7刀 和歌山大学経済学部)
このことを合め、 和歌山の消~~HlJ.i1を別の角度からマタ rl[均数品的に分析するとともに、
「尚殺す;.の状況」、 17円白羽・の行政JなどのfJlIJi百iもあわせ、より共体的に刑政梢治全般につい
て思鮮を務長めるために、 ill，~~研究しようとするものである。
我々の州内・研究内容の概1sは、以ドのとお りである。
1 .和歌山県経済の問題点として消的支川の少なさや県内GDPに市める尚殺のウエイ トの
少なさが存保するが、和歌山市(県)の削~~的造をマクロ的に分析する。
2.和歌1市の尚il羽がどれくらいであるか、和歌山市胤辺の市町村の住民は 「和歌山In・の
尚操をどの様に比ているのか」、また I和歌山市でどれくらい只い物をしているのか」
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を当骸住民に0'[接アンケー ト制先することにより、和歌山市小列採の商闘を把腕.すると
ともに、和歌山市の小売商服部の機能や魅ノ]がどの械に許制されているのかを翻脅する。
加えて、和歌山市民に対しては市外でのn \.、物の状況についてアソケー ト間五し、 rlb~f
只の流出」の災般についても融担任する。
※なお、今年2)"jはじめに、 和歌山d1および和敬1LII打の周辺市町村 (良佐野i'1i以耐
の大阪府の市町村、t¥北の全市町村、御坊l打以北の市町・村)の住民に対し5，000
泊のアンケー ト尽を込二付 し、約1，750の恒l特をwることができた。
現在データの処理作撲を実地している所である。
3. rマク口的数批的」把刷、および「消列者の行動」 ・「向拠点 ・閉山街等の史態」の側
面の把桜を併せて、和歌山市の消費構造の特性と、小売商業の線組を明艇にする。
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